
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

エコカラット セルフ 

施工説明書 兼 取扱説明書 兼 保証書 

●このたびは、当社製品をお買い上げいただきまことにありがとうございます。 

●施工説明書では、基本的な施工方法について記載しております。 

●施工説明書は大切に保管し、必要な時にお読みください。 

●付替え用エコカラットをご購入のお客様は、P.8「下地の判別」を実施後、P.24「付替えの手順」から読み進

め、付替えを実施してください。 

●複数のセットを繋げて取付けると壁面の凹凸や段差を拾いやすくなるため、繋げて施工しないでください。 

複数セット取付ける場合は、セットごとに隙間を 5cm 以上設けてください。 

 

 

施工説明書 

名 称 形 状 入 数 用途 ｼﾝﾎﾞﾙﾏｰｸ 

マグネット付きエコカラットプラス 

※以下「エコカラット」と表記します 

 

 

 

8枚 

（2×4枚セット） 

9枚 

（3×3枚セット） 

仕上材  

ベースシート 

 

 

 

エコカラットと同数 エコカラットの下地材  

タッカー斜め打ち治具 

 

 

 

１枚 
ベースシートを取り付ける際
に使用する専用治具  

施工説明書 兼 取扱説明書 

兼 保証書（本書） 

 

 

 

１部 
施工の注意点・施工方法、取
扱いの解説、保証書 ― 

パターン説明書 

 

 

 

１枚 
エコカラットの取付け位置を
示す指示書 ― 

 

同梱部品 

本製品には以下の部品が同梱されています。 

 

施工動画はこちら(約２分)→ 

施工業者様へ 
保証書は品番・受取日・購入先をご記入の上、必ずお客さまにお渡しください。 

※品番・受取日・お客さま・購入先の欄に記載のない場合は、無効になります。 

303・302 

 

動画内の掲載寸法は一例です。 

仕上がり寸法はパターン説明書で 

ご確認ください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●商品を安全に施工していただくための注意事項です。施工前にこの項目をよくお読みいただき、不具合のない

ように正しく施工してください。 

●施工説明書に記載されていない方法で施工された場合に生じた不具合や損害に関しては責任を負えません。 

●施工説明書では、次のような記号を使用しています。 

 

●取付け手順で、特に注意していただきたいことを示しています。 

●守っていただかないと施工ができない内容、または製品全体に後々不具合が発生する

おそれのある内容を示しています。 

 

エコカラットの取扱い 

●取扱い時にエコカラットを落としたり、ぶつけないでください。割れ・欠けや脱落してケガに至る場合がありま

す。 

ベースシートの取扱い 

●つねに保護手袋を着用の上、安全に作業を行ってください。素手で角部を触るとケガに繋がるおそれがあります。 

●ベースシートの取付けは、下地によって決められたタッカーを必ずご使用ください。ベースシートの留付け強度が

足りないとエコカラットが剥がれるおそれがあります。 

●ベースシートは切ったり破いたりしないでください。中の鉄箔が露出してケガに繋がるおそれがあります。 

製品の留意点 

●本製品は、株式会社 LIXIL の「エコカラットプラス」を使用しています（以下「エコカラット」という）。 

●本製品「エコカラット」は焼き物です。若干の寸法誤差があり、仕上りにすき間が生じることがあります。 

また、若干の色幅がありますが、焼き物の風合いとしてご理解ください。 

安全上のご注意 

安全に関する記号 

一般情報に関する記号 

ポイント

●取扱いを誤った場合に、使用者が中・軽傷を負うおそれのある内容、または物的損害の

おそれがある内容を示しています。 

 

注 意 
 

注 意  
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適用部位 

施工前に、適用できる部位であることをご確認ください。 

 

適用下地・仕上材 
 

適用できる下地は石膏ボードと合板のみです。 

適用できる仕上材は凹凸のない壁紙のみです。凹凸のある壁紙や珪藻土など塗り材の上には施工できません。 

 

 
コンクリートの壁には施工できません 

ご自宅の図面で確認してください。図面で分から
ないときは手で壁を叩き、音の違いで判別してく
ださい。 

カン カン！ 
キン キン！ 

コン コン！ 
ポコ ポコ！ 

〇 × 
（石膏ボード・合板下地） （コンクリート下地） 

傾きのある壁・凹凸のある壁には施工できません 

30cm 以上の長い定規やアルミ角材等、真っすぐの
モノを壁に当て、ガタツキがないことを確認してく
ださい。 

 

〇 

カタ カタ！ 

× 
（凹凸アリ） （凹凸ナシ） 

リビング（壁） 

 

書斎・寝室（壁） 

 

玄関（壁） 

 

廊下（壁） 

 

トイレ（壁） 

 

洗面室（壁） 

 

キッチン（壁） 

 

屋外 

 

浴室 

 

床 

 

キッチンバック 

 

〇 

× 

注 意  注 意  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

事前準備 

名 称 形 状 用 途 ｼﾝﾎﾞﾙﾏｰｸ 名 称 形 状 用 途 ｼﾝﾎﾞﾙﾏｰｸ 

プッシュピン 
 

下地の判別 
 

ハンマー  
タッカー釘の 

打ち込み 
 

タッカー 

(※1) 

 

ベースシートの留め
付け 

 

ステープルリム
ーバー 

(必要に応じて) 

 タッカー釘の取り外し  

 
 

鉛筆,ペン 

消しゴム 
 線を描く  

 

 

  

水平器  水平・垂直の確認  

タッカー釘 

 

 

 

 保護手袋  ベースシートの取付け・
エコカラット施工 

 

マスキング 

テープ(※2) 

 

 

 

エコカラット 
取付け位置の 
マーキング 

 
保護シート 

(新聞紙など) 
 周囲のキズ・汚れ防

止 
 

メジャー､定規 

(※3) 

 

 

 

寸法の測定      

 

※１）使用できるタッカーは下地の材質によって異なります。 

      詳細については次ページでご確認ください。また、下地材質の判別方法については P.８にてご確認ください。 

 

※２）和紙製・弱粘着性であり、幅 20 ㎜以下のものを 1 本ご用意ください。 

 

※３）巻尺は 2m 程度、定規は 30cm 以上の長いものをご用意ください。 

 

 

 

 

ご用意していただく施工道具 
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ご使用前に各施工道具の取扱説明書をお読みいただき、使用方法をご確認ください。 

 

 

 

 

施工動画はこちら(約２分)→ 

動画内の掲載寸法は一例です。 

仕上がり寸法はパターン説明書で 

ご確認ください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タッカー 

ハンドタッカー 電動タッカー エアタッカー ハンマータッカー(※2) 

    

 

 

下地 

 

石膏ボード 

 
〇 (※1) 

 
×  

 
× 

 
× 

 

合板 

 
〇  

 
〇  

 
〇  

 
×  

 

 

適用タッカー釘 

(※3) 

 

  

 

 

 

― 

 

※１）石膏ボード下地では、必ず同梱の「タッカー斜め打ち治具」をお使いください。 

     合板下地では、タッカー斜め打ち治具をお使いいただく必要はありません。 

 

※２）ハンマータッカーはいずれの下地でも使用できません。 

     ハンマータッカーは決まった位置に打つことができません。 

 

※３）タッカー釘は、使用するタッカーに適用したものを必ずご使用ください。 
「タッカー釘」とは「ステープル」のことを指します。 

指定外のタッカー釘をお使いになると、ベースシートが外れる恐れがあります。 

施工を始める前に 

作業場所を確保する 

●広い作業場所や、部品・道具を置く場所を確保してください。 

●床・壁にキズが付かないように保護シート(新聞紙など)を敷き、保護してください。 

 

部品・エコカラットを確認する 

●お手元に届いた箱に、部品が揃っていることを確認してください。 

●広い作業場所でエコカラットを取り出し、割れや欠けがないことを確認します。 

  箱を開けるとエコカラットの入った内箱があります。これを持ち手を持って真上に取り出してください。 

タッカー・タッカー釘の下地別適用表 
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合板下地 

 

 

 

 

 

 

完成イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.仕上りの確認 

清掃、片付け 

・・・・・・Ｐ.15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１.取付け位

置の決定 

・・・・・・Ｐ.6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.張付け位置

のマーキング 

・・・・・・Ｐ.6 

 

 

石膏ボード下地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.斜め打ち治具

の組立て・タッ

カーの取付け 

・・・・・・Ｐ.9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. ベースシートの

取付け 

・・・・・・Ｐ.11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.エコカラットの

取付け 

・・・・・・Ｐ.13 

 

 

 

施工の流れ 

本製品は、取り外して別の場所に移設することも可能です。移設するときは、石膏ボード下地の場
合は P.16、合板下地の場合は P.23「移設の手順」をご覧ください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

3.下地の判別 

・・・・・・Ｐ.8 
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5. ベースシートの

取付け 

・・・・・・Ｐ.18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.エコカラットの

取付け 

・・・・・・Ｐ.20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.仕上りの確認 

清掃、片付け 

・・・・・・Ｐ.22 

 

 

隣り合うベースシートには

隙間ができます 

3×3 枚セット 

ベースシート 

エコカラット 

ｂ (横寸法) 

 
a
 (

縦
寸

法
) 

ベースシート 

エコカラット 

2×4 枚セット 

ｂ (横寸法) 

a
 (

縦
寸

法
) 

エコカラットはベースシート

より外側に仕上ります 

同梱の「パターン説明書」を確認し、お買い求めの商品の外形寸法をご確認ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

施工手順 
※手順内のシンボルマークでは各手順で必要な材料、工具を示します。 

  例）       ・・・手順内で『鉛筆・消しゴム』が必要 

１．取付け位置の決定 

② 点Ａとサッシ等との距離 x を測ります。 

左上のおおよその位置にマスキングテープを張り、

距離ｘ’ の点を書きます。 

以降は、3×3 枚セットを例に取り付け方をご説明します。 

 

以降は、左下角部を１例にして解説します 

 

●ｘ－ｘ‘ の距離はa (縦寸法)以上あけると、効率よ
く施工できます。 

ポイント

２．張付け位置のマーキング 

① 仕上り角部の１点を決めます。マスキングテープを張

り、その上に鉛筆・ペン等で点を書きます。 

●壁紙の上に点を書くと、取り外すとき鉛筆等の痕が
残ります。 

ポイント

(スタートとなる角部の 1 点を決める) 

・ｘの距離を測る 

・ｘと同じ距離で、ｘ‘の点を取る 

a
 
以

上
空

け
る

 

(テープの上に点を書く) 
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●エコカラットは、壁(入隅・サッシ等)の端部・天井
とは５cm以上、床(幅木)とは15cm以上の距離を
空けてください。 
必要な距離が取れないと施工できない可能性があ
ります。 

●取付位置は、高さ３ｍ未満としてください。 
 

ポイント 共

通 

石

膏

ボ

｜

ド

下

地 

合

板

下

地 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｄ

B
Ａ

C

③ 点Ａと、床または幅木との距離ｙを測ります。 

右下のおおよその位置にマスキングテープを張り、

距離ｙ‘ の点を書きます。 

●ｙ－ｙ‘ の距離はｂ(横寸法)以上あけると、効率よ
く施工できます。 

ポイント

・ｙの距離を測る 

・ｙと同じ距離で、

ｙ‘の点を取る 

④ ｘ-ｘ’，ｙ-ｙ‘をマスキングテープで繋ぎます。 

点 A から右方向にｂ(横寸法)の点Ｂを，点 A から上

方向に a (縦寸法)の点 C を書きます。 

●マスキングテープを、①ｙ-ｙ‘,②ｘ-ｘ’の順に張っ
てください。 

●マスキングテープは、点の外側に張り、真っすぐに
2点を繋いでください。 

 
 

 

ポイント

ｂ 

ｂ ⑤ 点Ｄを取ります。 

水平器を使い、点 B から垂直に、点 C から水平に

マスキングテープを張ります。 

点 B からは a (縦寸法)の位置に、点 C からはｂ(横

寸法)の位置に点を付けます。 

⑥ 各辺の長さを再チェックします。 

●各辺の長さに間違いがあると、エコカラットの仕上
り精度に影響します。 

●間違っている場合は、必ずやり直してください。 

ポイント

ｂ 

ｂ 

a
 

(点の外側にテープを張る) (点 C を書く) 

(点 B を書く) 

●Ｂから取った点、Ｃから取った点が同じ位置になる
ことを確認してください。 

ポイント

B-Ｄ，C-D のテープを垂直・水平

に張り、指定の距離を測る 

a
 

a
 a

 

・4 辺の長さを測り、正しいことをチェックする 

・間違っていたらやり直します 

①  

② 
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共

通 

石

膏

ボ

｜

ド

下

地 

合

板

下

地 



  
3．下地の判別 

① プッシュピンを刺し、針先を確認することで下地を

判別します。 

プッシュピンは、マスキングテープで四角く囲った

中に刺してください。 

●下地の判別には必ずプッシュピンをお使いくださ
い。針先が短いと下地を判別できません。 

●プッシュピンは根元までしっかりと刺してくださ
い。 

ポイント

② プッシュピンを抜いて、針先を確認します。 

 

 

●白い粉がつく場合：石膏ボード下地です。 

                  →P.９へお進みください。 

 

●何もつかない場合：合板下地です。 

                  →P.18 へお進みください。 

 

 
刺す前 刺した後 

(壁に刺す) 
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白い粉が付着 (針先を見る) 

共

通 

石

膏

ボ

｜

ド

下

地 

合

板

下

地 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

     

     

  

 

4．斜め打ち治具の組み立て，タッカーの取付け 

① ミシン目に沿って、治具を1つ取り出します。 

 

予備の１つは大切に保管してください。 

エコカラットを別の場所に移設するときに必要

です。 

② 定規等を使い、折り目に沿って曲げます。 

折り目は2ヶ所とも曲げてください。 

------ 折り目線 

③ 突起部分を穴に差し込みます。 

④ 突起を外側に折り曲げ、マスキングテープで固

定します。 

●突起は根元までしっかり差し込んでください。 

ポイント

斜め打ち治具の完成です。 

定規等 

突起部 

差込み穴 

テープ 

(テープでしっかり固定して完成) 

斜め打ち治具をタッカーに正しく取り付けないと、ベースシートの留付け強度が足りずエコカラット
が剥がれるおそれがあります。 
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斜め打ち治具 

(折り目線に沿って曲げる) 

突起を穴に

差し込む 

１つは予備です 

注 意  

石膏ボード下地の場合 

石

膏

ボ

｜

ド

下

地 

合

板

下

地 

共

通 
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ここが作業台に接した状態 

⑤ 斜め打ち治具の傾斜部にタッカーを乗せ

ます。 

●タッカー釘は、あらかじめタッカー
に挿入しておいてください。挿入方
法は、タッカーの説明書をご確認く
ださい。 

●平滑で、滑りにくい場所で作業して
ください。 

●タッカーの先端が、作業台に接した
状態にします。 

 

ポイント

(タッカーを斜め打ち治具に乗せる) 

⑦ 2つの突起をタッカー側に折り曲げます。 

突起の片側にマスキングテープを張り、1周以上回すよう

にして固定します。 

仮留めしたマスキングテープが緩んでいるときは、上から

張り重ねて補強します。 

●ガタツキのないように、しっかりと張付
けてください。必要に応じて、補強して
ください。 

ポイント

テープを1周以上回す 

⑥ タッカーの握り手部分にマスキングテー

プを通し、2ヶ所で仮留めします。 

・握り手部分に2ヶ所仮留めする 

・テープの長さは10～15cmが目安 

最終チェック（接していること） 

突起×2 

 
・突起の片側にテープを張る 

・テープの長さは15cm以上が目安 

【 完成 】 

仮留めテープの補強 

●最後に、タッカーの先端が作業台に接し
ていることを再確認してください。 

ポイント

(タッカー釘はあらかじめ挿入) 

共

通 

石

膏

ボ

｜

ド

下

地 

合

板

下

地 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ベースシートを正しく取り付けないと、エコカラットが剥がれるおそれがあります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ベースシートは、必ずエコカラットと同数お使い
ください。 

●ベースシートは、たわみがない状態でタッカー釘を
打ってください。 

●斜め打ち治具は上向きに使用します。横向き・下向
きは禁止です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

●タッカー釘の打つ場所の変更、打つ本数を減らすこ
とは禁止です。 

 

●タッカー釘は、P.４で示したものを必ずお使いくだ
さい。 

●タッカー釘以外（画鋲等）での
取付けは禁止です。 

 

5．ベースシートの取付け 

 

 
① ベースシートには表裏はありません。 

角部の 4 枚のベースシートを先に取り付けます。 

 
ベースシート（表裏なし） 

マスキングテープ 

●ベースシートはマスキングテープから５㎜内側に
取り付けてください。 
マスキングテープに沿って取り付けると、施工後に
ベースシートが見える可能性があります。 

ポイント

② ベースシートを、斜め打ち治具を取り付けたタッカ

ーで留めます。 

タッカー釘は、角部 4 点(端部から 20 ㎜)・中央部

1 点の計５ヶ所に打ってください。 

●ベースシートは折り曲げないでください。 
●体重をかけてタッカーを打ってください。 

ポイント

タッカー釘 

ベースシート 

(角部の4枚を先に張る) (内側に取り付ける) 

【 上向き 】 【 横向き 】 【 下向き 】 

〇 × × 

【 場所の変更 】 【 本数減少 】 

〇 × × 

× 

11 

注 意  

共

通 

石

膏

ボ

｜

ド

下

地 

合

板

下

地 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

12 

③ 残りの５枚を取り付けます。 

隣り合うベースシートの隙間が均等になるように取り

付けます。 

 

8～10㎜程度

の隙間 

④ 浮いているタッカー釘を、ハンマーで叩き押えます。 

1 か所あたり 3～10 回程度、軽く叩きます。 

●タッカー釘に対して垂直に叩いてください。 
●ハンマーは強く叩き過ぎないでください。 

ポイント

タッカー釘が飛び出していると、エコカラットが
剥がれるおそれがあります。 

〇 × 

タッカー釘に垂直 壁に垂直 

タッカー釘を打ち損じたとき 

 

ステープルリムーバーでタッカー釘を抜きます。 

ホッチキス等でも代用できます。 
(下から差し込む) 

ステープルリムーバー ホッチキス等 

●ステープルリムーバーは下側から差し込みます。 
●ベースシートを傷つけないでください。 

ポイント

タッカー釘を打ち損じたままにしていると、エコカラッ
トが剥がれるおそれがあります。 

注 意  

注 意  

共

通 

石

膏

ボ

｜

ド

下

地 

合

板

下

地 

8～10㎜程度の隙間 

●隣り合うベースシート同士は重ならないようにし
てください。 

●隙間は８～１０㎜程度空けてください。 

 

ポイント



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エコカラット 

6．エコカラットの取付け 

●パターン説明書と照らし合わせてから、張り始め
てください。 

ポイント

② 逆 L 字型に残したマスキングテープに合わせて、  

右下から張り付けます。 

③ 隣り合うエコカラットを順番に張り付けます。 

●エコカラット同士は隙間を空けず、段差がないよ
うに張り付けてください。 

●隙間・段差ができたときは、P.14「エコカラットを
付け直すとき」に準じてください。 

●水平器を使いながら取り付けると、綺麗に仕上が
ります。 

ポイント

保護シートが付いたまま張ると、磁力が足りず
エコカラットが剥がれるおそれがあります。 

(保護シートを取り除く) 
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マスキングテープ 

(右下から張り始める) 

× 

× 

(隙間) 

(段差) 

隙間・段差調整をするとき、ハンマーで叩いた
り、強く押し込まないようにしてください。 
エコカラットが割れるおそれがあります。 

注 意  

注 意  

① エコカラットの取付けを始める前に、マスキングテ

ープの枠組みの上辺と左辺を剥がし、逆 L 字型に残

します。 

① ② ③ 

(上辺と左辺を剥がして取り除く) 

共

通 

石

膏

ボ

｜

ド

下

地 

合

板

下

地 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① エコカラットは、最下段は下側を、上段

は上側に指を掛け、手前に引きます。 

エコカラットを付け直すとき 

 

●角部を持って取り外さないでください。割れ・欠けの原因に
なります。 

●両手を使い、１枚ずつ丁寧に取り外してください。 
●定規等を差込まないでください。片手で持つことになり、落

下する恐れがあります。 

ポイント

〇 × 〇 

最下段 

下部に指を掛けて前に引く 

２段目以上 

上部に指を掛けて前に引く 
角部を持って取り外す 

② ベースシートのたわみの確認、タッカー釘の叩き押えをし

ます。 

(すべてのタッカー釘を叩きなおす) 

④ 下の段に合わせて、上の段のエコ

カラットを張り付けます。 

【２段目の張り付け】 【３段目の張り付け】 

ベースシートがたわんでいるときはタッカー釘を抜き、
付け直してください。 
たわみの有無に関わらず、すべてのタッカー釘を叩き押
えしてください。 
ベースシートを正しく取り付けないと、エコカラットが
剥がれるおそれがあります。 
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注 意  

ズレなく・段差
なく張り付ける 

ズレなく・段差
なく張り付ける 

共

通 

石

膏

ボ

｜

ド

下

地 

合

板

下

地 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

7．仕上りの確認、清掃、片付け 

最後に、逆 L 字型に残したマスキングテープを剥がし、 

完成になります。 

●マスキングテープはゆっくりと剥がしてください。勢いよ
く剥がすと、壁紙を傷める可能性があります。 

ポイント

15 

 

マスキングテープを剥がす際は、エコカラット
の逆側に引っ張りながら剥がしてください。  
エコカラットを巻き込みながら剥がすと、落ち
て割れるおそれがあります。 
 

注 意  

共

通 

石

膏

ボ

｜

ド

下

地 

合

板

下

地 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１．エコカラットの取外し 

移設の手順 

エコカラットは上から順番に取り外します。 

ポイント・注意点を含め、詳しくは P.14「エ

コカラットを付け直すとき」に準じます。 

上部に指を掛けて前に引く 

× 

３．タッカー釘の穴補修 

タッカー釘穴 

シーリング材 

タッカー釘の穴に市販のシーリング材を詰めます。 

●壁紙の色と合っていることを確認してください。 
●シーリング材が固まるまでの数日間は触らないで

ください。 

16 

２．ベースシートの取外し 

ステープルリムーバーでタッカー釘を抜きま

す。 

ポイント・注意点を含め、詳しくは P.12「ベ

ーシートの取付け（タッカー釘を打ち損じた

とき）」に準じます。 

ステープルリムーバー ホッチキス等 

(下から差し込む) 

●すべてのタッカー釘を抜いてから取り外してください。
再利用できなくなる可能性があります。 

 

 

 

ポイント

タッカー釘が

残った状態 

以降は、P.6「施工手順」に準じ、新設時と同様に施工します。 
 

 

ポイント

共

通 

石

膏

ボ

｜

ド

下

地 

合

板

下

地 
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タッカー斜め打ち治具を紛失したとき 

 

自作用斜め打ち治具 展開図 

段ボールの横筋 

●左図の向きに筋が入るようにしてください。 
段ボールは向きによって強度が異なります。 

ポイント

●①-③，②-④，⑤-⑧，⑨-⑫の線をペン等で強くなぞ
ると、折り目が付きやすくなります。 

ポイント

① 形状は 300×200 ㎜以上、厚さ５㎜のダンボールを用

意します。 

② 展開図をもとに 12 個の点を取ります。 

最初に①～④の点を、続いて⑤～⑫の

点を取ります。 

点を結ぶように線を書き、ハサミで切

り取ります。 

③ 定規等を使い折り目を付けます。 

④ 三角形に組み立て、マスキングテープ

を 3 か所に張付けます。 

⑤ 斜め打ち治具と同様に、タッカーをマ

スキングテープで固定してください。 

(折り目を付ける) 

共

通 

石

膏

ボ

｜

ド

下

地 

合

板

下

地 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5．ベースシートの取付け 

 

 

ベースシートを正しく取り付けないと、エコカラットが剥がれるおそれがあります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ベースシートは、必ずエコカラットと同数お使い
ください。 

●ベースシートは、たわみがない状態でタッカー釘を
打ってください。 

●タッカーは上向きに使用します。横向き・下向きは
禁止です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

●タッカー釘の打つ場所の変更、打つ本数を減らすこ
とは禁止です。 

 

●タッカー釘は、P.４で示したものを必ずお使いくだ
さい。 

●タッカー釘以外（画鋲等）での
取付けは禁止です。 

 

① ベースシートには表裏はありません。 

角部の 4 枚のベースシートを先に取り付けます。 

 
ベースシート（表裏なし） 

マスキングテープ 

●ベースシートはマスキングテープから５㎜内側に
取り付けてください。 
マスキングテープに沿って取り付けると、施工後に
ベースシートが見える可能性があります。 

ポイント

② ベースシートを、タッカーで留めます。 

タッカー釘は、角部 4 点(端部から 20 ㎜)・中央部

1 点の計５ヶ所に打ってください。 

●ベースシートは折り曲げないでください。 
●体重をかけてタッカーを打ってください。 

ポイント

タッカー釘 

ベースシート 

(角部の4枚を先に張る) (内側に取り付ける) 

【 上向き 】 【 横向き 】 【 下向き 】 【 場所の変更 】 【 本数減少 】 

〇 × × 
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注 意  

〇 × × 

× 

合板下地の場合 

共

通 

合

板

下

地 

石

膏

ボ

｜

ド

下

地 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 残りの５枚を取り付けます。 

隣り合うベースシートの隙間が均等になるように取り

付けます。 

 

8～10㎜程度

の隙間 

8～10㎜程度の隙間 

④ 浮いているタッカー釘を、ハンマーで叩き押えます。 

1 か所あたり 3～10 回程度、軽く叩きます。 

●タッカー釘・壁に対して垂直に叩いてください。 
●ハンマーは強く叩き過ぎないでください。 

ポイント

タッカー釘が飛び出していると、エコカラットが
剥がれるおそれがあります。 〇 

 

× 

タッカー釘・壁に垂直 タッカー釘・壁に対して斜め 

タッカー釘を打ち損じたとき 

 

ステープルリムーバーでタッカー釘を抜きます。 

ホッチキス等でも代用できます。 
(下から差し込む) 

ステープルリムーバー ホッチキス等 

●ステープルリムーバーは下側から差し込みます。 
●ベースシートを傷つけないでください。 

ポイント

タッカー釘を打ち損じたままにしていると、エコカラッ
トが剥がれるおそれがあります。 

注 意  

注 意  
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共

通 

合

板

下

地 

石

膏

ボ

｜

ド

下

地 

●隣り合うベースシート同士は重ならないようにし
てください。 
●隙間は８～１０㎜程度空けてください。 
 
 

ポイント



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エコカラット 

6．エコカラットの取付け 

●パターン説明書と照らし合わせてから、張り始め
てください。 

ポイント

② 逆 L 字型に残したマスキングテープに合わせて、  

右下から張り付けます。 

③ 隣り合うエコカラットを順番に張り付けます。 

●エコカラット同士は隙間を空けず、段差がないよ
うに張り付けてください。 

●隙間・段差ができたときは、P.21「エコカラットを
付け直すとき」に準じてください。 

●水平器を使いながら取り付けると、綺麗に仕上が
ります。 

ポイント

保護シートが付いたまま張ると、磁力が足りず
エコカラットが剥がれるおそれがあります。 

(保護シートを取り除く) 
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マスキングテープ 

(右下から張り始める) 

× 

× 

(隙間) 

(段差) 

隙間・段差調整をするとき、ハンマーで叩いた
り、強く押し込まないようにしてください。 
エコカラットが割れるおそれがあります。 

注 意  

注 意  

① エコカラットの取付けを始める前に、マスキングテ

ープの枠組みの上辺と左辺を剥がし、逆 L 字型に残

します。 

① ② ③ 

(上辺と左辺を剥がして取り除く) 

共

通 

合

板

下

地 

石

膏

ボ

｜

ド

下

地 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① エコカラットは、最下段は下側を、上段

は上側に指を掛け、手前に引きます。 

エコカラットを付け直すとき 

 

●角部を持って取り外さないでください。割れ・欠けの原因に
なります。 

●両手を使い、１枚ずつ丁寧に取り外してください。 
●定規等を差込まないでください。片手で持つことになり、落

下する恐れがあります。 

ポイント

〇 × 〇 

最下段 

下部に指を掛けて前に引く 

２段目以上 

上部に指を掛けて前に引く 
角部を持って取り外す 

② ベースシートのたわみの確認、タッカー釘の叩き押えをし

ます。 

(すべてのタッカー釘を叩きなおす) 

④ 下の段に合わせて、上の段のエコ

カラットを張り付けます。 

【２段目の張り付け】 【３段目の張り付け】 

ベースシートがたわんでいるときはタッカー釘を抜き、
付け直してください。 
たわみの有無に関わらず、すべてのタッカー釘を叩き押
えしてください。 
ベースシートを正しく取り付けないと、エコカラットが
剥がれるおそれがあります。 
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注 意  

ズレなく・段差
なく張り付ける 

ズレなく・段差
なく張り付ける 

共

通 

合

板

下

地 

石

膏

ボ

｜

ド

下

地 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

7．仕上りの確認、清掃、片付け 

最後に、逆 L 字型に残したマスキングテープを剥がし、 

完成になります。 

●マスキングテープはゆっくりと剥がしてください。勢いよ
く剥がすと、壁紙を傷める可能性があります。 

ポイント

22 

マスキングテープを剥がす際は、エコカラット
の逆側に引っ張りながら剥がしてください。  
エコカラットを巻き込みながら剥がすと、落ち
て割れるおそれがあります。 
 

注 意  

共

通 

合

板

下

地 

石

膏

ボ

｜

ド

下

地 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１．エコカラットの取外し 

移設の手順 

エコカラットは上から順番に取り外します。 

ポイント・注意点を含め、詳しくは P.21「エ

コカラットを付け直すとき」に準じます。 

上部に指を掛けて前に引く 

３．タッカー釘の穴補修 

タッカー釘穴 

シーリング材 

タッカー釘の穴に市販のシーリング材を詰めます。 

●壁紙の色と合っていることを確認してください。 
●シーリング材が固まるまでの数日間は触らないで

ください。 

23 

２．ベースシートの取外し 

はじめにベースシートを引き剥がしてくださ

い。その後、ステープルリムーバーでタッカ

ー釘を抜きます。 

ポイント・注意点を含め、詳しくは P.19「タ

ッカー釘を打ち損じたとき」に準じます。 

ステープルリムーバー ホッチキス等 

(下から差し込む) 

●タッカー釘を緩ませるようにベースシートを引き剥がす
と、タッカー釘が抜きやすくなります。 

 

 

 

ポイント

タッカー釘が

残った状態 

以降は、P.6「施工手順」に準じ、新設時と同様に施工します。 
 

 

ポイント

ベースシートは再利用ができなくなるため、新たに購入が必要になります。 

ベースシートの購入が必要な場合は、取扱説明書に記載のお客様相談センターにお問い合わせください。 

共

通 

合

板

下

地 

石

膏

ボ

｜

ド

下

地 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付替えの手順 

１．エコカラットの取外し 

エコカラットは上から順番に取り外します。 

ポイント・注意点を含め、詳しくは P.14(石膏

ボード下地)、または P.21(合板下地)の「エコ

カラットを付け直すとき」に準じます。 

３．新しいエコカラットの取付け 

P.13(石膏ボード下地) または P.20(合板下地)の 
「エコカラットの取付け」に準じ、新設時と同様に施工します。 

 

 
(右下から張り始める) 

●エコカラットを取付けた後に、ベースシートがはみ
出すときは、「ベースシートの取付け」に準じ、ベー
スシートを取付けなおしてください。 

 

ポイント

２．ベースシートのたわみの確認・タッカー釘の叩き押え 

ベースシートにたわみの確認、タッカー釘の叩き押えを

します。 

 

 

ベースシートがたわんでいるときはタッカー釘を抜
き、付け直してください。 
たわみの有無に関わらず、すべてのタッカー釘を叩き
押えしてください。 
ベースシートを正しく取り付けないと、エコカラット
が剥がれるおそれがあります。 

注 意  

(すべてのタッカー釘を叩きなおす) 

(石膏ボード下地) 

 

(合板下地) 

 

②  ③  
①  

共

通 

合

板

下

地 

石

膏

ボ

｜

ド

下

地 
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強い磁力を近づけないでくだ

さい 

取扱説明書 

ご使用にあたって 

※この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 
この取扱説明書はすぐに取り出せる場所に大切に保管しておいてください。 
本取扱説明書に記載されている注意事項は、必ずお守りください。 
不適切な使用により、不具合が生じた場合、当社は責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。 

取扱上のご注意 

安全にお使いいただくために 

安全に関する重要な内容ですので、必ずお守りください。 

用語および記号の説明 

「取扱いを誤った場合に、使用者が軽傷を負うかまたは物的損傷のみが発生する危険な状態が生じるこ
とが想定されます」（必ずお読みいただき、記載事項をお守りください） 

注意 

「してはいけません」 
（一般的な禁止記号です） 

注意 

強い力を与えないでください 必要以上に脱着しないでくだ

さい 

・本製品は磁力により壁面に固定されます。

日常生活中の触れる程度では問題ありませ

んが、モノ（カバン・掃除機等）をぶつけ

ると、破損・脱落のおそれがありますの

で、強い衝撃を加えないようご注意くださ

い。 

・本製品は下地となるベースシートに固定さ

れますが、脱着を繰り返すことで吸着力が

低下し、エコカラットが落下し破損するお

それがありますので、移設時以外は脱着を

お控えください。 

エコカラット移設時はご注意

ください 
・エコカラットの模様替えで移設する場合

は、施工説明書「取り外しの流れ」にした

がって作業してください。 

エコカラットは破損しやすいので、作業は

慎重に行ってください。 

ペットが触れない場所にお使

いください 

・ペットが爪を研ぐとエコカラットにキズが

残る場合があります。 

・ペットが爪を掛けると剥がれるおそれがあ

ります。 

・本製品は磁力により壁面に固定されます。

強い磁力を発する磁石等を接触させると脱

落するおそれがあります。 

植込み型医療機器をご使用の

場合はご注意ください 

・本製品は製品裏面に磁石を取り付けていま

す。植込み型医療機器をお使いの方は、本

製品の磁石を植込み型医療機器へ近づけな

いでください。(医療機器の正常な動作を

損なうおそれがあります。) 

植込み型医療機器の取扱説明書または担当

医師に確認してください。 

フックやビスを取り付けない

でください 

熱源を近づけないでください 

・本製品は樹脂製の磁石により壁面に固定さ

れます。暖房機器などからの熱が直接当た

ったり、火気を近づけて高温になると脱落

するおそれがあります。 

・本製品は簡単に移設できるように磁石を使

って壁面に固定しています。エコカラット

表面からフックやビスを取り付けると破損

のおそれがあります。 

27 
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お手入れ方法 

日常のお手入れ方法    エコカラットプラスは、水拭きや洗剤で清掃が可能。毎日のお手入れが簡単になりました。         

汚れはきれいな布による水拭き清掃をしてください。直接水をかけての水洗いは避けてください。 

・一般家庭用洗剤を使用すると、清掃性が高まります。 
・部分的な汚れはメラミンフォームを使用すると、効果的に汚れを落とすことができます。 
・メラミンフォームと洗剤を併用することでさらに清掃性が高まります。 

注意事項 付着した場合落としにくい汚れがあります。下記のものは付着しないようにご注意ください。                            

落としにくい汚れ 

〈その他〉 

•墨汁・絵具 

•ペン（水性・油性） 

•クレヨン 

•マニキュア 

•インク 

お手入れ 注意点 
●清掃時、汚れや洗剤が側面や裏面にまわらないようにご注意ください。必要に応じて綿棒などをご使用ください。 

●汚れがひどい場合や、付着してから長時間経過した汚れの場合、上記のお手入れ方法で落ちない場合があります。汚れが付着した

場合、速やかに拭き取ってください。 

●たばこのヤニは、黄色くなるまでこびりつくと取り除くことが難しくなります。こまめなお手入れをおすすめします。 

●製品の側面に汚れが付着した場合は、一般家庭用洗剤を歯ブラシなどにつけて、速やかに汚れを除去してください。付着した汚れ

によっては除去できない場合があります。 

(推奨お手入れツール) 

汚れ取り 激落ちくん（材質：メラミンフォーム レック㈱） 

洗剤 

(一般家庭用洗剤) 

かんたんマイペット（花王㈱）、 

マイペット（花王㈱）40～50 倍希釈して使用 

水の激落ちくん（レック㈱） 

※洗剤・漂白剤をご使用の際は､使用上の注意をあらかじめよく読んでから 

ご使用ください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

保証書 
本書は、本書記載内容で、無料交換を行うことをお約束するものです。 

下記保証期間内に故障が発生した場合は、本書をご提示の上、お買い求めのご購入先に交換をご依頼ください。 

品名：エコカラット セルフ                    (品番：                      ) 

保証期間：商品のお受取日より起算して 2 年間 
 

受取日：           年          月          日 

お客さま おなまえ 

おところ おでんわ 

様 

(      )         - 

1. 保証とは当社の商品に関し、ここに記載した期間・条件のもとにおいて交換対応を行うことをお約束するもので
す。従って、これによりお客さまの法律上の権利を制限するものではありません。 

2. エコカラット セルフは商品のお受取日より起算して 2 年間を保証期間といたします。 
(※納品書の発行はありませんので、お受取日が分かるものとして宅急便の送り状の保管をお願いします。) 

3. 「施工説明書」「取扱説明書」などの注意書きに従った正常な使用・維持管理状態で、保証期間内に故障した場合、
無料交換いたします。（※故障とは、エコカラットと裏面のマグネットが剥がれた場合や、エコカラットが著しく
変形した場合を指します。） 

4. 無料交換をお受けになる場合、お買い求めのご購入先にご依頼の上、保証書をご提示ください。 
5. ご転居等で、お買い求めのご購入先に交換を依頼できない場合は、お客さま相談センターにご相談ください。 
6. 本書は日本国内においてのみ有効です。 
7. 保証期間内でも、以下の場合、保証の対象外とさせていただきます。（有料交換） 
（1）施工説明書に基づかない施工及び工事に起因する不具合 
（2）適用部位及び適用下地以外の箇所での施工及び工事に起因する不具合 
（3）お客さまが適切な使用・維持管理を行わなかった事による落下・破損・汚れ・変色等 
（4）純正部材又は指定部材を使用しなかった事による不具合 
（5）当社の製品以外の部材に起因する不具合 
（6）内装の増改築や補修又は設備機器等の取り付け工事などによる不具合 
（7）建築躯体の変形（強度不足・ゆがみ）等商品以外の不具合に起因する当該商品の不具合。 
（8）経年変化による下地材の腐蝕・下地材の反り・くるいなどによる不具合 
（9）経年変化使用に伴う外観上の現象（色褪せ、壁紙の変色など） 
（10）金属タワシ・金属ブラシなど不適当な器具及び薬品を用いた洗浄による不具合 
（11）初期の損傷又は不具合を発見したにも関わらず、長期間放置したために生じた拡大被害による不具合 
（12）施工当時実用化された技術では予測することが不可能な現象による不具合 
（13）天災地変（火災、爆発等事故、落雷・地震・噴火・風水害・津波・地盤低下、凍結、雪害等）に起因する不具合 
（14） 戦争・暴動等破壊行為または犯罪等の不法行為に起因する破損や不具合。 
（15）自然現象や住環境に起因する結露・染み出し・カビ等の現象。 
（16）小動物（犬・猫・ねずみ・昆虫等）の行為または蔓（つる）や根等の植物の害に起因する不具合。 
（17）お客さまの保証書の期限切れまたは提示がない場合。 
（18）保証書にお受取日・お客さまのお名前・ご購入先の記入のない場合、あるいは字句を書き換えられた場合。 

（LIXIL 公式通販サイト『LIXIL ストア』にてご購入のお客様） 
「お受取日・お客さまのお名前・ご購入先」の確認のため、宅急便の送り状、またはご注文確定後にメールにて
配信される「ご注文確認のご連絡」の保管をお願いします。 

（19）その他、当社の責に帰さない事由による場合 
8. 保証期間経過後の補修・交換など、ご不明な場合、取扱説明書に記載のお客さま相談センターにお問い合わせ 

ください。 

無料交換規定（保証規定） 

ご購入先 

株式会社 LIXIL 
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